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新庄 春の本棚作り 2017.5～4 
春のワークショップで、私たちは映像班とは別にエコロジーガーデン 2 階のフリーライブラリーで使

用される本棚製作を行いました。 

 新庄東高校の高校生とは初対面での共同作業で、はじめのうちはなかなかうまくコミュニケーションで

きないという焦りもありました。しかし作業を通して少しずつ彼らから日常の話を聞くことができ、その

中で「暇だ」という思いを伝えてくれたのが印象的でした。これは特に少子高齢化に悩む地方が抱える大

きな問題点であり、これから社会に進出していく彼らの思いに応えられるかが今後の地方創生の課題な

のかもしれません。 

また本棚作りに加えて、今回青山学院大学図書館で処分予定だった書籍を引き取り、この図書スペース

に寄付させていただきました。 

今後このエコロジーガーデンが少しでも新庄の高校生をはじめとした若い世代の期待に応えられるよ

うな施設として利用されていくよう、東高・北高の方々とこれからも活動させていただきたいと思ってい

ます。（林直道・渡辺晃太郎） 

新庄東高校 

小野寺大雅くん・佐藤武流くん・仁平沙紀さん・

田宮苑実さん・佐藤瑠南さん 
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新庄 魅力発見ワークショップ 2017.5～4  

5 月の春合宿では 5月 3日から 4日にかけて新庄東高校・新庄北高校の学生と共に映像制作を行い、グ

ループに分かれて新庄に住む方々のお気に入りスポットや高校生の憩いの場、自然の豊かさをテーマに

新庄の魅力を探っていきました。高校生と新庄市内をまわったり、意見を交換したりする中で、私たちだ

けでなく地元の高校生も新庄の魅力を再発見することができました。また、憩いの場について話を聞く中

で、東京に住む私たちが自然という癒しを求めるのに対して、新庄の高校生は自然ではなく町の喫茶店や

市外のショッピングセンターなど、私たちが考えていたものとは異なるものを求めているのだというこ

とがわかりました。豊かな自然がすぐそばにある新庄だからこそ、東京に住む私たちが求めようとする自

然はすでに足りているため、そういったものを求めないのかもしれません。東京に住む私たちと新庄に住

む高校生との感覚の違いを感じました。 

4日の午後には映像の発表会を行い、地元の方々から具体的な感想をいただくことで、より新庄の方々の

考えを知ることができました。住んでいる方にはわからない、外部の人だからこそ気づく点もあると話し

ていただき、今後も新庄について知識を深めながらも、新庄と離れて暮らす私たちだからこそできるアプ

ローチを考えていきたいと思いました。（長村結依）

新庄東高校／新庄北高校 

山石麗さん・阿部響葵さん・

山科沙紀さん・伊藤ナナさん 

松本育子さん・吉田芽生さん 
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2017 年 kitokito マルシェの調査 2017.8.20 

 

kitokito マルシェについて 

  Kitokito マルシェは、エコロジーガーデンの再活用の一環として、2012 年から始められた市民参加

型のマルシェです。例年 5月から 11月の第３日曜日に開催され、肉フェスやスイーツフェスなど毎月

バラエティー豊かなテーマのもと実施されています。 

 

2017 年 8 月カレーフェスでのインタビュー 

【趣旨】 

  黒石ゼミでは、2017 年 8 月 20 日の kitokito マルシェ＆カレーフェスでインタビューを行いまし

た。kitokito マルシェは地元の人たちのふれあいの場となっています。今回の調査では、その実態と

kitokito マルシェの持つ可能性を知ることを目的としています。インタビューは kitokito マルシェ

を構成する 3つのプレイヤーである買い手、売り手、運営それぞれに対して行いました。 

 

【買い手】 

「出店者さんとの距離が近い」 

「そのときのテーマを楽しみに」 

 kitokito マルシェの魅力を訪ねると、買い手との距離が近いことや毎月変わるテーマを楽しみに来て

いると答えていました。お客さんが、お店の人と関わることの魅力を実感していることが分かりまし    
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た。また、月ごとのテーマの設定が、お客さんにとって足を運ぶきっかけとして上手く機能しているこ 

とが分かりました。 

 

【売り手】 

「気さくであたたかい空間」 

「手作りの良さを分かってもらえる」 

  出店者の方々は、お客さんと関われることが楽しいと答える人が多くいました。人と人とのつながり

のあたたかさから生まれる居心地の良さが、次も出店したいという気持ちにつながっていることが

分かりました。また、手作りの良さが分かってもらえることが嬉しいと答えている人もおり、手作り

のものにこだわることは出店者にとってもプラスに働いていることが分かりました。 

 

【運営】 

  「このまちに住んでいてよかったと思ってもらえれば」 

  「若い人達に自信をもって楽しいまちだと感じてもらえるといい」 

  kitokito マルシェは、売り上げを目的としておらず、来ることを楽しみにしている多くのボランテ

ィアで成り立っているそうです。運営の方へのインタビューでは、売り手と買い手だけではなく、飲

食店と農家や運営とボランティアなど、運営サイドでも kitokito マルシェを通じて輪が広がってい

っていることが分かりました。また、何よりも新庄市民の方にこのマルシェを楽しんでもらうこと、

地元を好きになってもらうことを望んでいることが分かりました。 

 

kitokito マルシェに見る交流のかたち 

  今回の調査で分かったことは、kitokito マルシェは、東京にあるようなイベントとは違い、“場”

としての価値があるということです。“イベント”としては、告知不足や交通手段の少なさなど、

足りないところもまだまだあります。しかし、それ以上にマルシェやフェスの持つ「きっかけを作

る」という“イベント”の力を通して、様々な目的で集まる人たちをつなぐあたたかな交流の“場”

となっていることが分かりました。 （山崎涼夏） 

 

調査から見る三者のズレ 

kitokitoマルシェ主催者、吉野敏充さんは企画にあたっての指針を次のように語っています。 

「農産物、工芸品、この地域にはいいものがたくさんあって、でも、それを表現できずにいる人も

いて。それを僕ら若い世代が掘り起こしていくことが役割だと思います」 

(http://experienceshinjo.com/sightseeing/marche/)より引用 
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私は主に出店者側に取材をし、その意識について伺いましたが、次第に調査結果の中に三者のズレが

見え始めました。 

 吉野さんは新庄出身で、2010年に東京からUターンで新庄へ戻りこの地の農業に携わりながら新庄の

良さを発信できる方法としてkitokitoマルシェを2011年に立ち上げました。 

 一方で出店者側は取材した20店舗の約半数が市外からの出店という実態で、新庄の食材は良いとして

いながらも新庄という町についてはkitokitoマルシェにしか来ないからよく分からないという回答も見

られ、魅力の発信という面ではまだ不十分な印象を受けます。 

 この運営と買い手と売り手の三者の思いがうまく噛み合うことが、今後kitokitoマルシェを続けてい

くにあたって重要な要素になるのではないのでしょうか。 

(渡辺 晃太郎) 
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新庄祭の調査 

①囃子若連への取材 

 囃子班は 21 日から 27 日の間、仁間囃子若連、関屋囃子若連、鳥越囃子若連、泉田囃子若連の 4 若連

の方々に実際に話を聞き。その中で担い手の人々にとっての囃子の役割や、継承されてきたもの、囃子や

新庄祭への想いについて考えました。 

 はじめに囃子の担ってきた役割について、関屋囃子若連に所属する大学生との会話で印象的な一言が

あります。 

『テストが終わったら、何が何でも帰ってきてやろうと思っている』 

『それほど、新庄まつりは愛されている』 

 進学や就職により止むを得ず新庄を離れることになっても祭のたびに戻ってくる人も少なくありませ

ん。囃子はそんな担い手の方々の“場所”であり、新庄まつりは一年のサイクルの一部に組み込まれてい

るようです。 

 次に取材の中で私たちが継承されていると感じた楽曲と

それを伝える人について伺いました。笛、太鼓、鉦、三味線

を用いて演奏される囃子は基本的に楽譜がなく、年長者を真

似るなど口頭伝承が主とされています。それゆえに曲調や速

さは年によって異なります。 

 また担い手の継承については関屋若連の代表、佐藤達成さ

んを通して見て取れました。かつて佐藤さんがお世話になっ

た先代の息子さんと共に若連を引っ張っており、将来彼に代

表を任せるつもりだと話していました。このお話から、長い

若連の歴史の１ページがまた繋がれていくのを感じました。 

 最後に囃子や新庄まつりへの思いを伺うと、自身の若連への誇りや囃子の担い手としての熱意を話し

てくださいましたが、私は泉田囃子若連で伺ったお話が特に心に残っています。 

『ユネスコ無形文化遺産に指定されたからといって観客を楽しませることを優先させることなく、もと

もとの街を盛り上げて自分たちが楽しむことを忘れてはいけない』 

 260 年という長い歴史を持ちながら、新庄祭の起源となった思いが今に至るまで受け継がれていると

感じた瞬間でした。 

取材日時 

8 月 21 日 仁間囃子若連、鳥越囃子若連 

8 月 22 日 関屋囃子若連 

8 月 23 日 泉田囃子若連 

8 月 24 日 戸澤神社 

参加者：3 年滝沢奏子 三好香彩 渡辺晃太郎 

    2 年黒田純那 
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②屋台（山車）づくりへの想い 

 新庄祭りのメインでもある屋台作りの裏側、制作者の想いなどについて、常仲町・南本町・清水川町の

若連の方々に取材させて頂きました。新庄祭りは毎年山車を作り変え、しかもその山車は素人である市民

の方々が作っているという珍しいお祭りです。 

常仲町若連の方によると、新庄まつりはもともと市の復興のために始まったお祭りであるため「市民のた

めの祭り」という考えが強くあるようです。だからこそ、プロに任せるのではなく市民が作るという伝統

があるのかもしれません。 

 実際に屋台を近くで見てみると非常に細かいつくりになっていることがわかります。常仲町若連や清

水川町若連の方々は、代々受け継がれてきた技術をもとに、それぞれの得意なものを生かしながら協力し

て制作しているのだとお話下さいました。清水川町若連では市販で売られている花の飾りをあえて自分

たちで作っているそうです。作る際の工夫などについてお話しされている表情はとても輝いていて、自分

たちで作ることへの誇りやこだわりが感じられました。 

 屋台は半年ほどかけて作られます。毎晩の山車制作で苦労ややりがいを共有することで、若連の方同士

の強いつながりができているようでした。特に印象的だったのが、若連のすべての人が屋台作りに憧れて

若連に入ったわけではなく、その地域に住んで生活をするため、地域の一員として若連に入った方もいる

ということです。その方は、地元で生きていくということは祭りに参加することで、新庄まつりがコミュ

ニティの基盤になっているのだと仰いました。別の若連でも、若連に参加することによって普段関わる機

会がないような立場・年齢の人と関わることができるというお話をされていました。 

 

 
 

 市民のためのお祭りである新庄まつりは若連の方々のこだわりや誇りがつまっている大切な文化であ

ること、長い時間をかけて作られる屋台は地元の人々をつなぐコミュニティの基盤としての役割も担っ

ていることがわかりました。 

 

取材日時 

8 月 21 日 常仲町若連 

8 月 22 日 南本町若連 

8 月 23 日 清水川町若連 

 

参加者 

3 年 林直道・長村結依 

2 年 久保夏月・山崎涼夏 
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③法被

山形県に常仲町という町は存在しません。もともと仲山町若連

があり、そこに常葉町が加わり常仲町若連となったのです。常

仲町若連の背中には梅鉢の家紋が見られます。これは昔、新庄

市に戸沢藩があったころ、この町内に藩主のめかけの女性が住

んでおり、この女性の家の家紋が梅鉢であり、殿様に近い人が

住んでいるという町として山車を出したのが梅鉢を使用したい

われだそうです。今年は囃子の升形若連とペアを組んで 40 周年

ということもあり始めてペア T シャツを作成したそうで、町内

だけでなく町同士のつながりが感じられます。 

現在使用されている法被 

常仲町若連 
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過去に使用していた法被 

コラボ T シャツ 
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過去に使用していた法被 

コラボ T シャツ 

南本町若連の法被の背面には「南一」と書かれています。このよ

うに表記されている理由は、昔南本町が南一、馬喰町が南二、清

水川町が南三と名乗っていたようです。この表記を現在も継続

しているのは南本町だけです。「南一」と名乗ることが自分たち

のアイデンティティであり、これからも継承していきたいと。

しかし新庄まつりの公式ホームページには「南一若連」ではな

く南本町若連と表記されています。市とは話しているようです

が表記に関してはまだ差があるのが現状です。 

2017/8/25 新庄まつり 本まつり 

  南一の法被を着た子供 

南本町若連 
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朝 7 時店内に入ると奇怪音が聞こえてくる。どう

やら朝っぱらからホラービデオを見ているらしい、

座っているお客さんはそれを全く気にする様子も

なく店主と楽しく話している。派手な店構えにタ

バコの匂い、そして奇怪音、インパクトを残すに

は十分すぎる。ここはホラーバーではなく、民家

と並ぶ町の美容院 dice。店主の名前がダイスケ。

サイコロは英訳すると"dice"。 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 25 日、新庄祭の本祭り、祭に向けたヘアメイ

クをするために女性が朝から diceへと足を運んで

くる。7 時 15 分頃に背中までかかる長い髪に細身

の女性が来店。お名前は早坂詩乃さん。注文は編

み込んだままおろしたいとのこと。しかしダイス

ケさんはそんなの囃子で見たことねー、と。 

編み込んで下ろすかおろさないかで口論へ…… 

 

 

 

 

 

 

 

「下ろすのはダサいべ、」 

「え、マジ？」 

「だって囃子でおろしてんの見たことないべー、

おかしいよー」 

「えー、まぁあげたほうが祭っぽいけど…でもお

ろしたい！」 

「そこはゆずんねーのか、俺はあげたい。編み込

みのお団子にすっか、」 

「まぁ編み込んでればいいや、」 

 

2人はいい感じの着地点を発見！ダイスケさんは

エアコンをつけて仕事に取り掛かる。 

数分後、 

「やっぱおろしたいんだけど？」 

「え、せっかくあげ

るように編んだの

に、どうすんだこれ、

じゃあおろすけど中

央にあつめっか！」 

「いや、バーンでい

いよ！」 

「いや、このままは

気にいんねーよ。中

央にあつめて交差さ

せっぺ」 

「いや、このままでいいよ～、それ自分が気にい

らないどけでしょ？笑」 

「ま、美容師魂に火は着くよな～」 

「… じゃまとめていいよ！」 

「ただ囃子でおろしてんの見たのは初めてだな～、

笑」

dice 
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傘をさすか、ささないか迷うくらいの雨が降る蒸し暑い夏の夜、背中にのしかかる荷物と格闘しな

がら新宿南口前の人々が行き交う横断歩道を渡る。バスタ新宿の四階のファミマでは、子供が描いた

蛇のような簡単なカーブを人々が形成している。水とグミというお決まりのセットを買って二人を待

つ。一人目はガトーフェスタハラダの大きな紙袋を引きずりながらやってきた。その子は千葉の遠方

からお父さんに車で送ってきてもらったらしい。親が過保護なのか、子が甘えん坊なのか。二人目は

着くやいなや財布がないと言い出す。財布がなかったらどうやってここまできたのか。バスの席はガ

トーフェスタハラダの大きな紙袋のせいでかなり狭い、こいつは一回割れてしまうと元には戻れない

体質のため丁重に扱ってやらないとだめなのだ。寝られない、音楽を聴き始める、水を飲む、寝入る、

すぐ目がさめる、寝られない、 … この繰り返し。気づくと耳に振動を感じない、充電が切れたよう

だ。山形駅に着いた時、携帯の充電は 100 ％、こちらの充電は10％以下、携帯の元気を自分に分けて

欲しいものだ。そこでおよそ一時間、毎朝の習慣をこなし、電車に乗って新庄駅へ。ここまでダラダ

ラと語ってしまったが、この地で体験したことを本当に語りたいのである。 

大学のゼミ合宿で新庄祭を取材することになり、自分は、法被などの衣服、髪型やアクセサリー、

身につけるものという観点から祭をみることになった。取材しに行くのは若連という団体である。若

連というのは祭のメインである山車を製作するための地域の人々の集団である。若連には二種類あり、

囃子の若連もある。囃子とは山車の運行中に、山車について歩きながら演奏し盛り立てるのである。

この二種の若連がないと新庄祭は成り立たないのである。20町の若連がそれぞれ個性のある山車を作

り、囃子のリズムとともに町中を練り歩く。 

  はじめ法被を取材するにあたって、デザイン、紋章の由来、

配色の意味、昔の法被など、着るものそのものの歴史にしか

目を向けていなかった。しかし取材を開始すると、もちろん

法被の歴史を語ってくださる若連の方もいたのですが、「わ

かんね、あんま気にしたことねーからな、生まれた時からこ

れだからこれはこういうもんだと思ってるし、気に入ってん

だ」という方々も。正直その時は、嘘でもいいからなんか言

ってくれよと思った。不安を抱えながら宿舎に帰る。一日中歩いた足を労わり、ゼミ生が作ってくれ

た夕食を食べて、上茶屋町の山車作りを手伝い、眠りにつき充電。程度かな、けど携帯は毎朝必ず

100 ％、人間の充電が 100 ％という状況は果たしてあるのだろうか。こんな日が二、三日続いた。 
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  8 月24日、新庄祭宵まつり当日、ブランチの時間帯から上茶屋町の法被を着て花もらいに同行。花

もらいとは地域の方々にお祝いとしてお金を頂きに行くというものである。そのお金は山車の製作費

などに使われるらしい。激しい雨の中カッパに身を包みひたすらピンポンを押す。隣の高校生が申し

訳なさそうに湿った領収書に文字を刻んでいる。花もらいに夢中になっていると他の人たちを見失っ

てしまう。知らない町で、豪雨に打たれながら歩き回る。上茶屋町の法被が目に入ると、安心感が身

体中に染み渡る。少し遅めのおやつの時間くらいに上茶屋町の山車の前に集合。それから雨で濡れて

異様な匂いが手につく綱を持ち山車を引っ張る。引っ張ると言ってもただ綱を持って歩いているだけ

だ、山車の根元に器具が付いており、それを持っている三、四人に九割九分の負担がかかっているに

違いない。元気な小学生が必死でかけ声をして観客を煽り、その場全体を盛り上げる。新庄祭に参加

するのは初めてだし、新庄市民でもない。けど上茶屋町法被を着てい

る時はその町内の一員になった気分になり、祭に参加しているという

実感が徐々にわいてきた。宿舎に帰る時も法被を着たままだったせい

か、通りすがりの人に「どうもお疲れ様です〜」と声をかけられた。

たかが法被一着、されど法被一着だなと思った。 

 8 月25日、新庄祭本まつり。朝 5 時30分起床、朝食を済ませ、卒業制作をしに来ていた先輩に車を

出してもらい、美容室へ取材をしに行く。一時間半ほど取材をさせていただき、山車が待機している

新庄駅方面へ向かう。同じような出店が立ち並ぶ通りに大名行列の一行が現れた。その行列を人々は

なんの躊躇もなく横切る。そういう人が切り捨てられるのも面白い。お世話になった若連の方々に会

いに行くにはどうしても通りの内側に入り込まなくてはならない。しかし本日は法被不在なのである。

大きな後ろ盾を失うと人は急に不安になる。法被を身にまとっているのと、まとっていないのでは人

への近づき方に大きな差が出てしまう。法被を着ていないと、どうしても部外者感を打ち消すことが

できず、その場の雰囲気になじめず浮いているのではないかと思ってしまう。もちろん若連の方々は

法被の有無など気にせずに優しく接してくださる。仮に法被を着ていないからと言って軽くあしらわ

れてしまったら、…「悲しい」の一言に尽きるのかな。でもやっぱりその場になじめるという点では

法被の存在は欠かせない。 

その時にあらためて思ったのは、法被を着ているとその町の一員であるという帰属感を感じられる

ということである。法被のデザインは町ごとによって異なりそれぞれの個性を表している。人々は自

分の町のデザインに親しみを持ち、祭りの際はその町のデザインの法被を身にまとい街を練り歩く。

祭りの間はずっと同じ格好で長い時間を仲間と共にする。それを毎年毎年続けるのである。それは

人々を結び付け関係を持続させる。そして法被がその想いを次の世代へと伝えていくのである。

( 倉見駿輔 )  
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気仙沼魅力発見ワークショップ 2017．5．3～4 

 

我々黒石研究室は、宮城県気仙沼市にて合宿を行いました。今回は気仙沼向洋高校の学生５名を招き、

気仙沼の魅力を再発見するワークショップを行いました。乾隆窯、新町・古町、八日町、煙雲館・尾崎神

社の４つエリアに分かれ取材を行いました。合宿最終日には、それぞれで学んだこと、感じたこと等を映

像としてまとめ、住民の方々に発表しました。その後、フィードバックや資料・データを元に研究を重ね、

映像の修正に努め、方舟祭で上映しました。 

 

【取材内容】 

・ 乾隆釜では、陶芸家斎藤乾一さんを訪ねました。斎藤さんの生き方や陶芸への想いから、私たちが忘

れかけている「自分の気持ちに素直に柔軟に生きる姿勢」「情けを忘れない精神」を学び、ここに気

仙沼の魅力の根底に流れる気仙沼の精神を感じ取りました。 

・ 新町・古町では、あづみ呉服店・ミナトタクシー・北の神社・旅館まるよしを訪ねました。人々に街

の変化を伺うとはじめは「この町は昔から変わらない」と言いますが、無意識にも「変化」を語って

いました。長く住んでいると気付きにくいですが、町は暮らし・環境・地理と確かに「変化」してい

ることが分かりました。 

・ 八日町では、マルト齊藤茶舗・島田呉服店・月立屋米店・なにわのたこよしを訪ねました。それぞれ

店を営む方の理念や想いを伺うと、売り手と買い手という関係以上の人々の厚みのあるつながりで結

ばれて成り立つ町の姿が見えてきました。 

・ 煙雲館では、鮎貝文子さんに震災当時の尾崎周辺について伺いました。震災時、尾崎神社で奇跡的に

助かった 34 名の命という話から、人々がお互いを想い合い、支え合う尾崎の文化が浮かび上がって

きました。また例祭には皆必ず尾崎へ帰ってくるという話から、人々にとってこの場所が思い入れの

ある場所となっており、それを守っていく人々の信念が伺えました。 
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活動を通して、新参者の私たちは勿論ですが、地元に住む高校生たちすらも知らなかった事実や発見が

数多くあったようで、改めて気仙沼の魅力を発見できたと感じています。私たちはこうした町の魅力を、

より多くの気仙沼市民の方々にも伝えたいと思いました。そこで気仙沼で毎年開催される芸術祭「方舟

祭」（11 月 3～5 日）にて、制作した映像を「気仙沼を支える想い」と題し出展させて頂きました。プロ

モーション活動に不足があったものの、三日間で合計94人の方に映像をご覧いただくことができました。

上映後、感謝のお言葉やご指摘を賜ることができました。（アンケート実施：下記参照）。 

 

【感想・アンケート 一部】 

・改めて気仙沼の良さを知りました。勉強になりました。 

・尾崎以前住んでおり家族を失いました。映像を見て今でも毎年尾崎で例祭を営んでいると知りました。 

・新町の一部が元は古町だったとは知りませんでした。 

・気仙沼に住んでいても知らなかった町の歴史や史跡を知れた。他所からの赴任者ですらそうなのだか

ら、生まれ育った人たちは、自分達の町への愛着が強まり自信につながると思います。 

・ごくごく普通の人のごくごく普通の暮らしを大切にしたいと思いました。                      

 

今回の活動を通して、住民の方の内

からの目線と我々外からの目線の違

いに面白さを感じられました。その

違いから浮かび上がってくる気仙沼

の姿は、住民の方だけでなく私たち

学生達にとっても、大きな意味があ

ったと感じます。それは気仙沼につ

いての研究という意味以上に、自分

の暮らす街や環境を見つめ直すきっ

かけとなり、今ある命について考え

させられ、周りの人間や自然に「感

謝」すること。当たり前のようでできていなかった事実を改めて教わり、自分を顧みることとなりまし

た。映像に関しましては、初めての試みということもあり、表現することの難しさ、伝えるよりも伝わる

ことの重要さを学びました。今回に限らず、今後も継続して人や地域に寄り添っていくことで、気仙沼の

魅力のより深い部分を研究していきたいと思います。（滝沢奏子） 

 

【取材協力】 

気仙沼向洋高校：小野圭一くん 新沼成羅くん 鈴木開くん 安住元希くん 山内彩加さん 

畠山茂樹先生 乾隆窯：斎藤乾一さん 写真家集団鼎：昆野三津男さん 煙雲館：鮎貝文子さん 古谷館

八幡神社：熊谷神主 島田呉服店 月立屋米店 なにわのたこよし マルト齋藤茶舗 あずみ呉服店：安

住照代さん ミナトタクシー：佐藤けん子さん 佐藤久夫さん 佐藤雅彦さん 北野神社宮司さん 旅

館まるよし：吉田考子さん 吉田照子さん 吉田則夫さん 河北新報：菊地利明さん    
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気仙沼書下ろし記 

はまらいんや祭りの期間に気仙沼に行きました。私達は夜の祭りがはじまる間の夕

方までの時間、気仙沼駅を A 地区、気仙沼街道を B 地区、八日町を C 地区、東浜街道

を D 地区とした４箇所に分かれ、気仙沼の町をスケッチしました。 

 

実施期間 2017 年 8 月 5 日、6 日、7 日 

場  所 気仙沼駅近辺から八日町まで 

目  的 気仙沼の建築、デザイン、空間利用を自らの手でスケッチし、気仙沼風情

を認識 

 

その調査結果を①建築、②デザイン、③.空間利用の三つでまとめました。 

( 宮下奈祐美、小川綾乃 ) 
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A 地区：古町 
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★A地区には気仙沼駅があり、その北西に復興住宅や幼稚園があった。南東には、コイ

ンランドリーやスナックなど生活が感じられる商店が連なっていた。そこから少し離れ

ると小屋や駐車場スペースが多くみられた。 

① ②看板建築 

建物の前面を衝立のような形状に

し、看板としての役割を兼ねる建

築。 

店によって色づかいやフォントで

他店との差異を図った。 
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B 地区：新町 

 
②変わっている玄関 

玄関専用の建物が家の横に設置さ

れたつくりの住宅や、大通りに面

していない側面に玄関を設置する

家も見られた。反対にとても開放

的な玄関もあった。 

③旅館 

駅から徒歩３分ほどということもあ

り、気仙沼街道には多くの旅館が点

在している。 
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★気仙沼駅から港への１本道、「気仙沼街道」、またの名を古町。 

この地区には旅館や住宅、自営業の事務所や店舗が並ぶ。 

そこには人々の生活の工夫があった。 

③空き地はコミュニティ 

上のスケッチでは空き地

は親栄会のものなってい

る。そして下のスケッチ

の空き地はラジオ体操の

会場として使用されてお

り、その隣には気仙沼コ

ミュニティセンターがあ

る。気仙沼での空き地は

有意義な活動の場として

市民が活用していること

がうかがえる。 

① 生活の工夫 

屋根につばめの巣がで

き、糞の落下を防ぐ木

版を設置していた。 
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C 地区：三日町 

 ★気仙沼駅の北東部に位置する八日町には市役所をはじめ、郵便局や薬局、美

容院など、生活に欠かせない店舗が多くあり、市民の多くが利用している。洒

落た外見の建物も多くあった。 

建物が全体的に奥行きがあり、間口が狭いものが多く、細長い形状の建築が多

い。住宅と店、車庫が一体化したのが要因であると考える。このため窓や家と

家の間の通路に植木の装飾がされていたりと、家の横でデザインが工夫されて

いる。 
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②③気仙沼市役所（ワン・テン庁舎） 

ワン・テンという看板が目印の建物は元々スーパーマーケットであったが現在は市役所の

一部の課が置かれている。また周囲の店は通りに面しており、駐車スペースがないためこ

の市役所の上階部にある駐車場を共同で利用している。 

②八日町の街灯 

八日町の街灯はデザインを重視していた。ランプと柱をつなぐ造りは魚の銅像で繋がれて

いる。柱からぶら下がる「八日町」という看板の「八」の文字は２匹のさんまで表されて

いる。柱の下部には魚のモチーフがあり、このようなデザインから気仙沼が漁業のまちで

あることが見てとれる。 
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D 地区：八日町 

③D地区は細長い土地が多く、ほとんどが駐

車場として利用されている。その駐車場は周

囲の店同士で共有しあっていた。また当日は

はまらいんや祭ということもあり、はまらい

んや踊りの練習場所にも使われており、多目

的に市民に使用されてい
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まとめ 
① 建築：居住空間と店が合体している。また、窓やガラスの引き戸などを用いて、開放的  

につくられていた。垣根などの囲いを設けていない家がみられた。 
② デザイン：看板建築の店が多くみられ、デザインに凝った看板が多く見受けられた。ま

た建築物をそのままデザインとして活かしていた。 

② 空間利用：空いている土地は、駐車場だけでなく地域コミュニティの場として利用さ

れ、市民が空間を分かち合って有意義に使っていた。 

気仙沼には土地を共有し合い、共存するまちづくりがみられた。 

              



26 

 

2 章 食を通して東京と繋がる   
 

 

1.プロジェクトの概要 

 2017 年の黒石研究室では、冬、春、夏に気仙沼を訪問しました。気仙沼の食材を使った食事を、宿泊

先の「唐桑ユースホステル」でいただきました。普段食べることのない食材を調べるうちに、栄養価が高

く健康に良い事を知り、魅力を感じました。そこで、東京の学生にも食べてもらうことで、気仙沼食材を

通した気仙沼の魅力発信および学生達の健康に対する意識の向上を想い、このプロジェクトを始めまし

た。 

 小鉢は学食ではあまり買われていないことを知り、今までの学食プロジェクトとは違い、御膳やうど

んなど一品料理ではなく、より気軽に体験してもらえるよう小鉢を提案しました。小鉢は種類を豊富に

作ることができるため、より多くの東北の食材を使うことができることができます。栄養面をアピール

し、学食のカレーやうどんだけでは足りない栄養分をこの小鉢で提供し、学生たちにバランスの良い食

事を提供することも目的としています。 

 今後は話し合いを進め、学食プロジェクトとして提供するメニューの決定を行い、学食、スーパーマイ

ヤの方々に協力して頂き来年度に販売する予定です。東北の食を、学食という身近な場所で体験しても

らい、より多くの人に魅力が伝わってほしいと思っています。また、学食プロジェクトの開始前後にアン

ケートを行い、次回にも続いていく学食プロジェクトを行なっていきます。 

 

２.調査から見る東京の学生たちの気仙沼への関心 

 学食プロジェクトを進めるにあたり、まず私たちは青山学院大学の学生たちの気仙沼の食材、そして

学食で販売されている小鉢への関心度を事前調査するためアンケートを行いました。 

グーグルフォームを利用し、101 人にアンケートを取ることができました（2017 年 11 月 13 日実施）。 

 

 気仙沼産の食材に対し知っていると答えた学生は 23人と少ない結果でした（下図参照）。毎年学食

プロジェクトを行っているにも関わらずこうした結果となり、原因究明としっかり結果を出す試みが必

要だと感じ、今回の課題の一つとなりました。 

   

  

 また学食で販売されている小鉢をそもそも認知している学

生が 37人と少なく、またそのうち小鉢を買ったことがある

学生は 15人という結果でした。よって、そもそも学食で小

鉢が販売されていることへの認知が低く、また購買率もまま

ならない状態であることが分かりました。この結果から、今

回のプロジェクトを通して、学食の小鉢への関心を高める事

も、プロジェクト課題の一つとなりました。また小鉢に販売

されてほしいメニューや意見も調査したため、小鉢のメニュ

ーに生かしていきたいです。 
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農家と繋がる〜新庄の食に触れて〜 

  

 

 ８月の合宿で黒石ゼミでは高橋さんのお宅に滞在させていただきました。高橋さんの家は昔から代々、

農業に携わり、若者、全国の方々だけでなく、外国人にも農業の現状を伝える活動をしていらっしゃいま

す。高橋さん宅にて話を聞き、食とは何なのか。農業に関しての日本の現状について学生なりの視点で考

察しました。 

 

1.農家の食とは 

 「ぼーん。ぼーん。」農家の朝はご祖母様の仏壇に手を合わせることから始まります。お経を唱え、お

供え物をし、今日という日が始まることに感謝します。家族の一人ひとりは、それぞれの仕事に従事し、

一仕事を終え、朝食に手を合わせます。採れたての野菜に旬の野菜。色鮮やかな食卓は元気な一日の始ま

りにふさわしい。ご飯、味噌汁、おかず、果物。何も食べずに慌ただしく始まった一日に比べ、バランス

のとれた食事は活力的な一日にしてくれます。 

  一方、都心の朝の食卓はそれぞれの出発時間に合わせ、とりあえずの栄養を摂取することにだけを目的

にばらばらにご飯食べます。孤独に食事に向き合う形は昔の食卓から変化しているはずなのにいつしか

それが当たり前になってしまっていないでしょうか。しかし、農家での滞在を通して、本来の食のあり方

は自分が思っているのと違うのではないか。と考えさせられました。 

  自分が経験したことのない環境で滞在することは、様々な影響を自分に与えます。その中で一番大きな

影響となりうるのは”食”ではないでしょうか。一食、一食は些細でも、何日か食生活を変えるとそれは

自分の体や精神状態にも変化をもたらします。食は単なる栄養を摂取する目的があるだけでなく、食の

時間を誰かとともにするという意味も持ち合わせ、朝食ならではの一日の始まりのコミュニケーション

が生まれます。おいしい食事を、体にいい食事を誰かと共有する。それこそが現代の私たちが忘れてしま

った時間なのかもしれません。  

 

2.新庄から始まる、これからの農業 

 有機農業への研究は日本だけでなく世界的に行われています。私たちの訪問後、高橋さん宅に韓国で

有機農法を研究しているハンサルリム農業協同組合が訪問されたそうです。彼らが訪れた経緯について、

高橋さんよりお伺いしました。韓国はアメリカと FTA(Free Trade Agreement・自由貿易協定)を結んでい

ます。この協定により韓国農産物市場には国で育てられた農産物ではなくアメリカ産の農産物がより多

く売られています。意外にも消費者は有機農業への関心が高いようなのですが、自国の高い有機農産物

よりも、安いアメリカ産の遺伝子組換えの農産物を買ってしまうのが現状です（例にアメリカ産の大豆

は約９０%が遺伝子組換えであるが、表示されていない）。そうしたアメリカ産の遺伝子組換え農産物に

敵わず、次々と韓国の農家が農地を手放している中で、ハンサルリム農業協定は日本山形県新庄へ、大豆

とお米の有機農法について学びに来たようです。 

 日本においても遺伝子組換え食材が多く供給されている中で、“子供達に自分の国で育てた食べ物を

食べさせたい！”という強い想いが、高橋さんから伝ってきました。そうした想いや、子供の頃から自国

で育てられた食材の大切さを知ってもらうために、高橋さんは有機農法で作られた米を使って、定期的

に幼稚園で餅作りをするなど、様々な活動を行なっています。今回を通して、私たちも日常の食卓にある

食材が、どの国の食材なのか？関心を持つようになりました。今後の活動では新庄の食を東京に伝える

ための活動を青山学院大学へ提案していきます。 

（シンスンリ・滝川茉莉子・和田佳奈子）
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3 章 渋谷の街調査  2017.10.3・10 

 

 渋谷という街に皆さんは何を思い浮かべますか？若者の街、ファッションの街、流行発信の街のイメー

ジが強いでしょう。渋谷はワシンントンハイツが生まれてからは、若者の街として発展してきました。

数々の流行を生み出してきたこの街は、実は昔、任侠映画の世界のような世界が広がっていました。戦後

の渋谷駅前には闇市やマーケットが溢れかえり、小さな露店が軒を連ねていました。また、当時は交通疎

開地を中心に在日外国人が勢力をつけ、渋谷は様々な人が住む多様性のある町となりました。 

 そんな戦後の渋谷の歴史を踏まえ、東京オリンピックに向け再開発も進められている中、昔の渋谷の跡

を今の渋谷から今一度渋谷とはどういう街なのかを再確認・再発見するため、私たちは渋谷を実際に歩

き、独自の分析を行いました。今回調査した箇所は、円山町、宇田川交番前、渋谷のんべい横丁、の３箇

所です。 

渋谷地図 

昭和 22年(1947 年)                                    現在の渋谷 

 

 交通疎開地のあった場所は現在ハチ公広場として観光客も訪れる名所となっています。 

渋谷の歴史  

 1932 年の渋谷区の誕生から、 新しい鉄道の開通により渋谷はターミナル駅

となりました。そして、第二次世界大戦を経て、渋谷の街は大きく変貌しまし

た。戦後の復興を、渋谷再建とし、渋谷駅から道玄坂を中心とした商業エリア

から始まったとされています。 この理由は、「商業の活性化なしに渋谷の街の

再建はあり得ない」という理念があったからだそうです。  

 また戦後復興で欠かせなかった点が渋谷駅前に多数あった闇市の存在です。 

闇市では、地面の上に「むしろ」（麻でできたシートのようなもの）を敷いてその上に食料や日用品を並

べ、全て闇価格と呼ばれる高値で取引が行われていました。当時、台湾人グループが勢力を伸ばし、渋谷

に台湾マーケットと呼ばれる闇市を作りました。闇市を独占する台湾人グループと渋谷警察署、日本の闇

市を支配していたヤクザグループが激しく対立した渋谷事件が起こります。これを機に渋谷署は闇市で
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売買されていた物資の取り締まり、闇市自体の取り締まりを強行しました。そして闇市は完全に姿を消

し、闇市がなくなった渋谷の地に高層ビルが次々に建設されました。渋谷は東京における副都心としての

機能を有する街として開発されました。 また 1964 年の東京オリンピックを機に 道路の拡張、高速道路

の開通、下水道の埋設などの都市機能が拡張され、渋谷の町並みはこの頃にほとんど完成しました。現在

は 2020 年の東京オリンピックに向けて再開発が進められている最中です。 

円山町に混在する文化 

 渋谷の道玄坂を上って右側にある百軒店できたのは 1923 年関東大震災の

直後で、当時は復興に伴う渋谷開発事業の一環として造られた街でした。 円

山町一体は中川伯爵邸の跡地に開発され、震災で膨大な被害が出た下町には、

銀座から有名店を誘致して カフェ、映画館などが作られ、渋谷駅の娯楽な街

として再開発されました。京王井の頭線の渋谷駅の隣の神泉駅の脇に払法湯

という浴場があり、その周りに次々と芸者屋や料理旅館ができ、芸妓さんが

420 名を超える一大産業地となりました。 特に円山町は代々木練兵場に近い

ということもあり、アメリカ兵の遊びの場として、沢山の米軍兵で賑わってい

ました。しかし、1980〜90 年の渋谷の繁華街の中心は現在の公園通りに移り

ました。 それに伴い、百軒店や道玄坂は比較的目立たない存在になっていき

ました。 現在の円山町はラブホテル街として有名ですが、その背景に

は、戦後の公娼制度廃止により 風俗ではなく、円山町の旅館を利用す

る人が増えたためだそうです。その旅館が現在ラブホテルとなっていま

すが、昼間街歩きをしてみると意外にもマンションがあり住民らしき人

がいるもののそのほかはほとんど人がいません。以前の賑わいはやはり

失われてしまったのかも知れません。しかし、円山町地区は、衰退して

しまったが渋谷駅にも近く、商業的にも利便性の高い地域であるため、進出を希望する外部の資本が多く

あります。女性外国人向けのカプセルホテルが近年作られ、形式はカプセルホテルですが、日本旅館並み

のおもてなしを用意し、館内では着物の着付け体験や要望があれば着物を着たままの散歩もサポートも

行う日本の文化を体験出来るホテルとなっています。 

 円山町は賑わいこそは失われてしまったものの、昔からある

喫茶店や宿泊施設など、娯楽街としての一面を残しつつ新しい

資本も入ってきて文化が融合しつつあります。 

このように渋谷に残された数少ない古くからの歴史を持つ

「和の空間」である円山町の今後の活性化事業の方向性とし

て、2020 年東京オリンピックを目前に、最近ますます増えつ

つある外国人観光客向け施設が作られつつあるのではないで

しょうか。 

                    （酒井志保） 
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宇田川交番前から探る多様性 

 センター街の少し奥、井の頭通りには Y字路があります。ここには宇田川交番と風俗店、今はありませ

んが台湾料理店がありました。 

 戦後、渋谷駅周辺は闇市で溢れかえり、華僑とヤクザの抗争が絶えなく、渋谷事件という警察官を銃殺

した華僑をヤクザが一掃する事件が起きました。事件後、闇市は解体され、華僑グループは縮小し、ヤク

ザも表舞台から離れひっそりと風俗店の経営や土地売買を続けていきます。その結果宇田川交番前の Y

字路には交番、風俗店、台湾料理店が並び、戦後の渋谷を象徴する３勢力の跡が残されたのです。この３

つが並んでいることに公の理由は公表されていませんが、渋谷の３勢力の歴史をセンター街の中心に記

憶として残していくために残ったのではないかと考えます。 

 現在は居酒屋や雑貨店など多くの年代の人が利用する街となっていますが、

確かに戦後の渋谷を象徴する店が僅かながら残っています。それは実際に街歩

きし、注意してビルの上階・店舗を見ないと感じられないものです。これから

も変化し続ける街であるからこそ細部にも目を向け、ひっそりと残る中国・台

湾の名残を追い続けたいと考えます。 

                             （久保夏月） 

                       

 

渋谷のんべい横丁の主張 

 渋谷には３つのマーケット（「渋谷中央マーケット」「渋谷小デパート」「のんべい横丁」）がありました

が、そのうち「渋谷中央マーケット」「渋谷小デパート」は個人の所有する土地に他の利権者が建設した

もので都市計画内の整理の影響を受けることなく、1970 年台半ばまで残り、共同ビルへと変化していき

ました。「のんべい横丁」は、露店整理事業により東京都からの土地の払い下げを受け建設された横丁で

したが 1956 年に２階建ての木造長屋となり、土地の権利が 1 つ 1 つはっきりした形を取り続け現在も

営業を続けています。1946 年の渋谷事件以降露店整理により、現在は

「のんべい横丁」と地下街に店を出す「しぶちか」の２つのみ今もなお

残っているのです。 

「のんべい横丁」は２階建て長屋木造ですが JR 線路沿いの建物には、

1 階部分と 2 階部分の外壁が木とコンクリート、色もばらばらといった

ような変わったデザインの店がいくつか存在します。また外国人観光客

は渋谷に、街歩きだけでなく日本食を求めて訪れるという調査結果が出

されています。実際に街歩きの際多くの外国人観光客が訪れていたこと

やこのような調査結果からも、渋谷の文化の多様性を感じ取ることが出

来ます。渋谷という若者の集まった様々な文化の交わる街に位置するからこそ、「のんべい横丁」は昔な

がらの日本らしさと渋谷の現代的なデザイン要素を合わせた、渋谷を凝縮した空間ではないかと考えま

した。 

                                   （黒田純那）
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製作 

青山学院大学 総合文化政策学部 黒石研究室 

指導 黒石いずみ  映像指導 内山隆   

学生 三好香彩 林直道 滝沢奏子 渡辺晃太郎 長村結依 

   黒田純那 シン スンリ 和田佳奈子 倉見駿輔 小川綾乃 

   久保夏月 宮下奈祐美 滝川茉莉子 山崎涼夏 酒井志歩  

 

活動協力 

新庄市役所様 新庄祭り囃子・山車若連の皆様 ネットワーク農縁代表高橋保広様 新庄北高校様 新

庄東高校様 気仙沼向洋高校様 気仙沼ワークショップ取材先の皆様 小野建様 リアスアーク美術館

役員の皆様 

 


